
令和元年12月定例会　議案等に対する賛否について
※表中の見方：「○」＝賛成　「×」＝反対　「―」＝退席　「欠」＝採決日の本会議を欠席

※議長は表決に加わらないため、「／」としています。
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議案第１４３号 平成３０年度富山市水道事業会計未処分利益剰余金の処分の
件

12/2 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第１４４号 平成３０年度富山市工業用水道事業会計未処分利益剰余金の
処分の件

12/2 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議案第１４５号 平成３０年度富山市公共下水道事業会計未処分利益剰余金の
処分の件

12/2 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第１号 平成３０年度富山市一般会計歳入歳出決算 12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第２号 平成３０年度富山市公債管理特別会計歳入歳出決算 12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第３号 平成３０年度富山市駐車場事業特別会計歳入歳出決算 12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第４号 平成３０年度富山市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計
歳入歳出決算

12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第５号 平成３０年度富山市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決
算

12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第６号 平成３０年度富山市まちなか診療所事業特別会計歳入歳出決算 12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第７号 平成３０年度富山市介護保険事業特別会計歳入歳出決算 12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第８号 平成３０年度富山市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第９号 平成３０年度富山市企業団地造成事業特別会計歳入歳出決算 12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第１０号 平成３０年度富山市白樺ハイツ事業特別会計歳入歳出決算 12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第１１号 平成３０年度富山市牛岳温泉健康センター事業特別会計歳入歳
出決算

12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第１２号 平成３０年度富山市牛岳温泉スキー場事業特別会計歳入歳出決
算

12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第１３号 平成３０年度富山市競輪事業特別会計歳入歳出決算 12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第１４号 平成３０年度富山市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第１５号 平成３０年度富山市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出
決算

12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第１６号 平成３０年度富山市軌道整備事業特別会計歳入歳出決算 12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第１７号 平成３０年度富山市賃貸住宅・店舗事業特別会計歳入歳出決算 12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第１８号 平成３０年度富山市水道事業会計決算 12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第１９号 平成３０年度富山市工業用水道事業会計決算 12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第２０号 平成３０年度富山市公共下水道事業会計決算 12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

認定第２１号 平成３０年度富山市病院事業会計決算 12/2 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

光
（２人）

日本
維新
の会

（１人）

フォー
ラム
38

（１人）

自民
クラブ
（1人）

【市長提出議案①】

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果

公明党
（４人）

社会民主党
議員会
（３人）

日本
共産党
（２人）

会派
誠政

（２人）

創政
改拓
（1人）

自由民主党
（１８人）

不羈
（1人）

卯月
（1人）
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議案第１４８号 　令和元年度富山市一般会計補正予算（第３号） 12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（議案第１５７号、
第１５８号と３件一

括して討論）

（反対討論要旨／日本共産党　赤星議員）
この議案による議員のボーナス引き上げ額は４３，５００円で、年額２，９５８，
０００円へ。市長のボーナスは７８，０００円増額され、年額５３０万円となる。
一般職のボーナス引き上げについては労働基本権が制約されている代償
措置として人事院勧告等に準じることは理解できるが、市長など特別職は人
事院勧告等に準ずる必要はない。ましてや議員のボーナスについては人事
院勧告に従う必要はもっとない。
１２月６日発表の総務省の家計調査では１０月の消費支出は実質ベースで
前年同月比５．１％減と消費税増税の影響が深刻である。非正規労働など
ボーナスのない人、年金暮らしの人、増税分をお客に転嫁できず自腹を切っ
ている自営業の人らから切実な怒りの声もあがっている。多くの市民は収入
が増えないなか生活を切り詰めやりくりしており、理解が得られるとは思わ
ない。

議案第１４９号 令和元年度富山市まちなか診療所事業特別会計補正予算（第１
号）

12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１５０号 令和元年度富山市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１５１号 令和元年度富山市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２
号）

12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１５２号 令和元年度富山市企業団地造成事業特別会計補正予算（第２
号）

12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１５３号 令和元年度富山市公設地方卸売市場事業特別会計補正予算
（第２号）

12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１５４号 令和元年度富山市水道事業会計補正予算（第１号） 12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１５５号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に
伴う関係条例の整備に関する条例制定の件

12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１５６号 富山市職員の給与に関する条例及び富山市一般職の任期付職員の採用及
び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例制定の件 12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１５７号 富山市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する
条例の一部を改正する条例制定の件

12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○

（反対討論要旨／光　上野議員）
引上げの理由は、本年の国の人事院勧告、県の人事委員会勧告に準じてと
のことだが、特別職については、人事院勧告に合わせなければならない決
まりもなく、期末手当を今すぐに引き上げなければならない理由も見当たら
ない。
この改正により議員や副議長、議長の期末手当が４３，５００円～５１，８３７
円で増額となり、富山市議会においては、現在、木下章広氏を含め複数の
議員に糾弾決議や辞職勧告決議が可決されており、このことを踏まえれば、
議員全員に一律で支給される状況で増額を行うに相応しいとは到底思えな
い。
市長の提案理由説明においても「極めて厳しい財政状況になることが予想さ
れます。」とあり、市民生活においても消費税の影響が出始めている中、人
事院勧告を理由に引き上げるだけの状況とは思えず、引き上げを行うことに
反対だ。

（反対討論要旨／日本共産党　赤星議員）
※議案第１４８号の討論要旨に掲載

議案第１５８号 市長及び副市長の給与に関する条例等の一部を改正する条例
制定の件

12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

（反対討論要旨／日本共産党　赤星議員）
※議案第１４８号の討論要旨に掲載

議案第１５９号 富山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例制
定の件

12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

創政
改拓
（1人）

【市長提出議案②】

議決結果議決日件　　　名議案番号

自民
クラブ
（1人）

日本
共産党
（２人）

会派
誠政

（２人）

不羈
（1人）

卯月
（1人）

フォー
ラム
38

（１人）

光
（２人）

日本
維新
の会

（１人）

社会民主党
議員会
（３人）

自由民主党
（１８人）

公明党
（４人）
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議案第１６０号 富山市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条
例制定の件

12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６１号 富山市印鑑条例の一部を改正する条例制定の件 12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６２号 富山市手数料条例の一部を改正する条例制定の件 12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６３号 富山市路面電車施設条例の一部を改正する条例制定の件 12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６４号 富山市道路の構造の技術的基準等を定める条例の一部を改正
する条例制定の件

12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６５号 富山市営住宅条例等の一部を改正する条例制定の件 12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６６号
工事請負変更契約締結の件（第２期呉羽南部企業団地整地（そ
の４）工事）

12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６７号 工事請負変更契約締結の件（第２期呉羽南部企業団地整地（そ
の５）工事）

12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６８号 富山市八尾おわら資料館の指定管理者の指定の件 12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６９号 財産の無償譲渡の件 12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１７０号 委託契約締結の件（富山市立小・中学校トイレ環境改善業務委
託（Aブロック））

12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１７１号 委託契約締結の件（富山市立小・中学校トイレ環境改善業務委
託（B・Cブロック））

12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１７２号
委託契約締結の件（富山市立小・中学校トイレ環境改善業務委
託（Dブロック））

12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【市長提出議案③】

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果

自由民主党
（１８人）

光
（２人）

日本
維新
の会

（１人）

フォー
ラム
38

（１人）

創政
改拓
（1人）

自民
クラブ
（1人）

不羈
（1人）

卯月
（1人）

公明党
（４人）

社会民主党
議員会
（３人）

日本
共産党
（２人）

会派
誠政

（２人）
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議員提出議案
第２１号

髙見隆夫議員に対する糾弾決議 12/2 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ × ― 欠

議員提出議案
第２２号

木下章広君に対する議員辞職勧告決議 12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○

議員提出議案
第２３号

防災・減災、国土強靭化対策の充実及び延長を求める意見書 12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
第２４号

免税軽油制度（軽油引取税の課税免除措置）の継続を求める意
見書

12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
第２５号

令和元年台風等からの復旧・復興に向けた対策を求める意見書 12/24 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
第２６号

地域医療を守り公立病院等の維持・存続を求める意見書 12/24 否決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ × × ×

社会民主党
議員会
（３人）

自由民主党
（18人）

公明党
（４人）

自民
クラブ
（1人）

創政
改拓
（1人）

不羈
（1人）

卯月
（1人）

光
（２人）

日本
維新
の会

（１人）

フォー
ラム
38

（１人）

日本
共産党
（２人）

議決結果議決日件　　　名議案番号

会派
誠政

（２人）
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令和元年分
請願第５号

議員の政治倫理に関する条例制定の請願 12/24 継続審査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × × ○ × × × ○ ○

（継続審査に反対討論要旨／光　上野議員）
市民の方々からも現在の富山市議会の現状について、沢山のお声を頂い
ていることは、誰もが承知しているはずで、研修が終わったからといって、倫
理の「条例」について具体的な話し合いがされていないことが、市民の皆様
からは理解しがたいと、その思いが伝えられた。
思想、政治観、様々な議員がいるからこそ、議会の一部の「慣習」や「通念」
に留まるものではなく、「共通言語」をつくる、明文化することは大変重要なこ
とだ。一議員の「通念」になってしまうことや会派間での相違、議会と市民の
間での相違という「認識の違い」ではなくなる。
議員として選ばれた時点で完成形なのではなく、より深化していくようにも求
められているものだ。議会全体としての「約束」として市民の皆様へ示すため
に、具体的な検討へ入るべきと考え、継続審査へ反対する。

（継続審査に賛成討論要旨／自由民主党　泉議員）
本請願は、今年の６月定例会にて上程され、先ずは８月１９日の議会改革検
討調査会で、構成メンバー全員が議員の倫理観について、共通認識につい
て議論を行いました。
また、１１月１２日には、議員協議会が開催され、九州大学斎藤名誉教授を
講師にお迎えして、研修会も開かれました。議員の資産公開を含めた倫理
条例を推奨し、骨抜きの条例ならやめたほうが良いと力説されていました。
このような条例を制定している議会は、全国市議会議長会の調べによると、
未だ５．４％に留まっている事実も解ってきました。
富山市議会に対して、高い倫理を求める請願者の想いは重々承知しており
ますが、単に条例制定を目的とし、他市町村の倫理条例なるものを安易に
真似るものであってはなりません。慎重に審議されるべき事案であることを
強く主張するものです。

（継続審査に反対討論要旨／日本共産党　赤星議員）
１０月の政務活動費３７５万円返還、髙見議員への糾弾決議、木下議員に再
び辞職勧告決議という異常事態が続き、本気で議会改革をやる気があるの
かと厳しい批判が浴びせられている。
１１月に斎藤文男九州大名誉教授を講師に研修会を開いたが、その後の議
論は行っていない。
政治倫理条例は、市長等及び議員の請負契約辞退や、資産報告書の提
出、公表、審査会の設置、市民の調査請求権、さらに刑事犯により逮捕、起
訴、一審有罪判決でも辞職しない場合は市民に対する説明会開催を求め
る、刑事犯で有罪判決が確定したときは辞職と規定することもできる。
条例があれば、市民に説明責任を果たし透明性のある措置ができる。今後
の不祥事を未然に防ぐためにも必要だ。

令和元年分
請願第７号

定期予防接種の情報提供に関する請願 12/24 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

令和元年分
請願第８号

加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度を求める意
見書の採択を求める請願

12/24 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ × × ×

（請願第８号討論要旨／日本共産党　小西議員）
私は６月定例会で本請願と同様の質問をした。
加齢性難聴は日常生活を不便にし、生活の質を落とす。うつ病や認知症の
原因とも指摘されている。
高齢者が社会参加、働く流れの中で、難聴は社会参加、働く上で大きな障
害で、補聴器は社会参加の上で必需品になっている。
日本の補聴器工業会の調査では難聴者は１，４３０万人で補聴器使用者は
１４．４％の約２１０万人だ。
欧米では医療として、補助が行われ、補聴器使用者は、米国が３０％、英国
は４７％だ。
補聴器の値段は１台１５万円から３０万円以上だ。
身障者に負担軽減制度があるが、多くの人は保険適用なく全額自己負担
だ。
低所得者は負担が大きく購入できず、ほとんど・全く聞こえない生活で、高齢
者の社会参加、生活の質の低下など深刻な問題だ。
全国の自治体で購入助成が増えている。

会派
誠政

（２人）

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果

自由民主党
（18人）

フォー
ラム
38

（１人）

創政
改拓
（1人）

自民
クラブ
（1人）

光
（２人）

日本
維新
の会

（１人）

不羈
（1人）

卯月
（1人）

【請願①】

公明党
（４人）

社会民主党
議員会
（３人）

日本
共産党
（２人）
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令和元年分
請願第９号

若者も高齢者も安心できる年金制度の実現をめざす意見書の採
択を求める請願

12/24 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × ×

（請願第９号討論要旨／日本共産党　小西議員）
「１００年安心年金」と言っていたが６月に出された金融審議会の報告書で老
後に公的年金以外に２千万円必要だと述べ、国民の年金への不安、困惑、
怒りが積もりに積もっている。
年金の伸びを物価上昇分より低く抑える「マクロ経済スライド」で、年金はど
んどん削られ、４１歳以下では老後の不足額は３，６００万円の計算になる。
その上、消費税の１０％、医療費・介護保険料の値上げ等で国民のくらしは
ますます厳しくなっている。
年金の削減は地域経済にも影響する。
いま必要なのは、貧しい年金制度を抜本的に見直すことだ。
高額所得者の保険料見直し等で保険料収入を約１兆円増やし、年金積立金
２００兆円の活用等でマクロ経済スライドの廃止は可能だ。
年金の毎月払い、最低年金制度の実現で「若者も高齢者も安心の年金制
度」を実現しよう。

令和元年分
請願第１０号

７５歳以上の医療費窓口負担を原則２割に反対する意見書の採
択を求める請願

12/24 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ × × ×

（請願第１０号討論要旨／日本共産党　小西議員）
安倍首相が議長の「全世代型社会保障検討会議」は７５歳以上の後期高齢
者医療費の窓口負担を、一定の所得の人は２０２２年から２割に引き上げ方
針を中間報告した。
医療費の自己負担は７０歳未満が３割、７０～７４歳が２割、７５歳以上が１
割、現役並み所得（年収３８３万円以上）は３割負担だ。
負担引き上げの対象は７５歳に達する人のみならず、すでに７５歳以上の人
も含める案が浮上している。
高齢者は医療費がかさむから、自分達で負担せよとの発想だ。
後期高齢者医療制度は国の財政負担を削る「医療構造改革」として始まり、
７５歳の高齢者が現在１，７００万人が入っている。
保険料の引き上げや消費税１０％、年金引下げで、暮らしは圧迫されてい
る。
２割負担になれば、経済的理由で、必要な医療を受けなくなり、高齢者の健
康と命を脅かす事になる。

【請願②】

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果

自由民主党
（18人）

公明党
（４人）

社会民主党
議員会
（３人）

日本
共産党
（２人）

会派
誠政

（２人）

光
（２人）

日本
維新
の会

（１人）

フォー
ラム
38

（１人）

創政
改拓
（1人）

自民
クラブ
（1人）

卯月
（1人）

不羈
（1人）
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12/24 否決 × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ― ○ × ×

（反対討論要旨／自由民主党　久保議員）
議会として木下議員に求めていることは議員辞職であり、それ以外の彼の
自己中心的な意向を議会として認めることはできない。
議会の全会一致の議員辞職勧告も、多くの市民の声も無視し、都合のいい
時だけ、請願者の申し入れを尊重するなどということが詭弁であることも本
人は理解できていない状態であり、このような申出を承認することは彼のた
めにもならない。
さらに、一連の彼の発言と態度から、この取下げ承認をもって議会に対して
も、市民に対しても「これで一区切りついた」と都合よく解釈することが十分
に予想される。
彼が真に反省し、議会改革の推進のため、議員としてのふさわしい発言、責
任ある行動として議員辞職を促すことが議会に求められる行動であることか
ら、全会一致で反対するよう呼びかけ、反対討論とする。

（賛成討論要旨／光　上野議員）
紹介議員取り消しについては６月定例会、９月定例会においても請願人から
の希望もあり、提出されたが否決となった。一方、９月定例会、そして１２月
定例会においても議長宛てに請願人から紹介議員取り消しの申し入れ書ま
で提出をされている。
木下章広氏においては、報道機関での発表にもあったように、建造物侵入
の罪で略式起訴され罰金を納付したことが明らかになった。紹介議員として
名を連ねることが、請願人にとって到底納得のできることではないことは、想
像にたやすいのではないか。
先の定例会においても、今定例会においても、木下章広氏には糾弾決議、
辞職勧告決議が可決をされたことを考えれば、議員としてその職務を全うす
る資格がないと議会全体で認識されており、請願人の申出を受け入れ全会
一致となるよう訴え賛成討論とする。

（賛成討論要旨／日本共産党　赤星議員）
憲法で請願権が保障されており、請願は、請願した人が主人公。取消しは
請願人の望みであり、会議規則に則って取消し願いが提出されているもの
を当然承認すべき。
木下議員の問題行為発覚後、請願人は驚いて直ちに議長に紹介議員から
木下議員の名を削除するよう申し入れ、今回も再び申し入れをされた。にも
かかわらず議会が取消しを認めないのは異常なことだ。２回も否決され請願
人はさらに深く傷つけられている。繰り返してはならない。
木下議員が未だ辞職しないことは誠に遺憾であり許すことはできない。
だからといってこの議題を木下議員追及に使うのは筋違い。
「木下問題」に全く責任のない請願人に早く安心していただくことこそ求めら
れている。
取消しを承認し、早く「議員の政治倫理条例制定」という請願の中身そのも
のに冷静に真剣に取り組むべき。

公明党
（４人）

社会民主党
議員会
（３人）

日本
共産党
（２人）

会派
誠政

（２人）

議決日 議決結果

自由民主党
（18人）

件　　　名

【会議規則に伴う案件】※

創政
改拓
（1人）

自民
クラブ
（1人）

光
（２人）

日本
維新
の会

（１人）

フォー
ラム
38

（１人）

不羈
（1人）

卯月
（1人）

令和元年分請願第５号紹介議員取消の件

※議案、請願・陳情以外で、会議規則に定められている承認等の案件については通常掲載しておりませんが、今回は請願者にも関わりがある案件のため掲載しています。

※表中の討論要旨については、各議員が発言内容を１案件あたり３５０字程度にまとめたものを掲載しています。(討論の掲載順は実際の発言順としています。）

※各発言の全文については、「富山市議会インターネット中継」の１２月２４日開催の本会議分、または、「令和元年１２月富山市議会定例会会議録」 （令和２年２月下旬発行予定）にて、ご確認ください。

※令和元年請願第５号については、継続審査に対する議員個々の賛否を掲載しています。
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